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多数派優先の編集
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例：イラク軍とクウェートの少女

例：湾岸戦争の正当化

例：これが証拠

例： 重大証拠は

　　　なかった

歪む原因

例：小泉「改革」

例：教育改革タウンミーティング
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例： 改革反対＝

　　　抵抗勢力

例：イラクの大量破壊兵器

例： 911後の武力行使に関する議論

例： 郵政民営化≠

　　　国家の最優先事項

30秒で!
例： そんなに

　　　単純ではない


